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１．事業活動の概要

■事業内容及び認証登録範囲

■事業規模

　　　　　　　　オフ輪工場　３，０５４㎡

　　

　代表取締役　社長　小田芳正

■所在地
　・本　　　社　：　〒720-0821　広島県福山市東川口町1丁目5番5号

                     TEL：084-954-2200 / FAX：084-954-2643

■事業所名及び代表者名
　福山エビス印刷株式会社

■管理責任者及び連絡先
　・環境管理責任者　：浜田耕作

　・連絡・受付担当者：立石法子

　・連絡先:TEL.084-954-2200 / FAX.084-954-2643

　・対象事業所：本社・オフ輪工場・大阪営業所

　・事業活動　：オフセット印刷の営業・企画・デザイン・製版・印刷・加工

　・オフ輪工場　：　〒720-0821　広島県福山市東川口町1丁目4番12号

                     TEL：084-920-2120 / FAX：084-920-2118

　・大阪営業所　：　〒532-0002　大阪府大阪市淀川区東三国4-4-15-601

                     TEL：06-6152-9480 / FAX：06-6152-9481

　　　　　　　　包装及び出荷業務

　・資本金　：　１，０００万円

　・売上高　：　７９２百万円（印刷物売上高）

　・従業員数：　４４人

　・延床面積：　本　　　社　１，６０４㎡
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２.実施体制
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環境経営に関する統括責任
環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間、技能、技術者を用意
環境管理責任者を任命
環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
環境目標・活動計画書を承認
代表者による全体の評価と見直しを実施
環境活動レポートの承認
環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規等の取りまとめ表を承認
環境目標・活動計画書を確認
環境活動の取組結果を代表者へ報告
環境活動レポートの承認確認
環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進委員会の事務局
環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
「環境関連法規等取りまとめ表」の作成
「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく順守評価の実施
環境目標・環境活動計画書原案の作成
環境活動の実施集計
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境活動レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
自部門における環境経営システムの実施
自部門における環境方針に周知
自部門の従業員に対する教育訓練の実施
自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
特定された項目の手順書作成及び運営管理
自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録
自部門の問題点の発見、是正、予防処置
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

福山エビス印刷株式会社　環境経営システム組織図
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社長：小田芳正

代表者

代表者（社長）

環境事務局

企画開発部：長尾卓也　　　　ソリューション企画部：塩出陽子　

コンテンツ企画部：馬屋原ちづる　生産管理部：坂田優樹　プリプレス課：小林正則
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本社印刷課：桑原昌和　　オフ輪印刷課：藤井啓太　　総務部：木村真理子

総務部：立石法子　ソリュ企画部：玉井慎一郎　オフ輪印刷課：平尾和也

推進委員

環境管理責任者

全従業員

推進委員

環境事務局

環境管理責任者

生産管理部：浜田耕作

役割・責任・権限



３．環境方針

福山エビス印刷株式会社

〈 経 営 理 念 〉
私たちは、常に優れた感性を磨き、感動を呼び、感謝される

印刷文化の向上を目指します。それによって

◆　基　本　理　念　◆
　福山エビス印刷株式会社は、地球環境に対する影響を最小限に抑える為、
環境汚染・健康と安全の維持を重要課題とし、これを継続的に取り組み次

世代に住み良い地球と豊かな社会を残すことを目指します。

◆　基　本　方　針　◆
１．環境への配慮した経営活動を推進することにより、作品・サービスへの社会的価値

お得意様と会社の繁栄、社員の幸福をもたらし
企業永遠の発展を図って、社会への責務を果たします。

〈 社 是 〉
創造・実行・信頼

環 境 方 針（エコアクション２１）

３．環境負荷を軽減するために、次の活動を進めます。
　・二酸化炭素排出量の削減に努めます。
　・廃棄物排出量を削減し、分別することにより、リサイクルの推進
　　「棄てる物を少なくします」
　・水資源の節約に努めます。
　・化学物質の取扱はＳＤＳに従いより安全な使用と廃棄に努めていきます。

　　とグリーン購入により一層の社会的貢献に取り組みます。
　　営業活動を通じて弊社もお客様へのエコを推進します。
　　リサイクル対応型印刷物の制作の推進、分別廃棄の推進。
２．生産活動において「棄てるものを少なくする」ことを原点にした行動について規定
　　し、永続的な運用のため継続的な改善を行い、資源及びエネルギーの削減・効率
　　利用に努め、汚染の予防に取り組みます。

７．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

○社会的信頼と業績をアップ！あらたな視点が会社・社員の危機を救います。

２０１０年　７月１日　制定

代表取締役社長　　　　　　　　
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４．環境に関わる法規制を順守し、お客様の要求事項を明確にし、管理を行います。
５．基本理念に基づいたエコアクション２１マネジメントシステムを確立し、そのサイ
　　クルをまわすことにより継続的改善を図ります。
６．この環境方針は全ての社員、従業員に周知徹底し、社員教育を実施します。また良
　　いと気付いた時は即始め、悪いと気付いた時は即止めます。必要に応じて見直しを
　　行い、環境保全型企業を目指します。



４８期 ４９期

生産量 通し枚数 237,199,062通し 219,677,645通し 7.4％↓ ― ―

ガソリン 使用量（Ｌ） 8,274 7,582 8.4％↓ １％↓ 〇
液化石油ガス（LPG） 使用量（㎏） 158,017 139,049 12％↓ １％↓ 〇

電力量（本社） 使用量（kwh） 98,543 90,282 8.4％↓ １％↓ 〇
電力量（オフ輪） 使用量（kwh） 2,247,132 1,930,065 14.1％↓ １％↓ 〇

水道量（本社） 使用量（㎥） 293 265 9.6％↓ １％↓ 〇
水道量（オフ輪） 使用量（㎥） 664 812 22.3％↑ １％↓ ×

契約電力(kw) 670 670 ― ― ―

最大デマンド(kw) 661 633 28↓ 670以下 〇

本社（㎏） 平均：0 平均：0 ±0 0 〇

オフ輪（㎏） 平均：26 平均：33 7↑ 30以下 ×

本社:4色機(％) 平均：37 平均：45 8↑ 25以下 ×

オフ輪（％） 平均：60 平均：63 3↑ 65以下 〇

トラブル率 オフ輪（％） 平均：2.7 平均：2.5 0.2↓ 3以下 〇

稼働率 オフ輪（％） 平均：75 平均：71 4↓ 75以上 ×

プリプレス(枚) 合計：79 合計：22 57↓ 0 ×

本社（枚） 合計：2 合計：4 2↑ 0 ×

オフ輪（枚） 合計：23 合計：11 12↓ 0 ×

本社（袋） 平均：17 平均：22 5↑ 14以下 ×

オフ輪（袋） 平均：21 平均：11？ 10↓ 26以下 ―

グリーン購入 購入数（品） 38 32 6↓ 2増 ×

４．環境目標と実績

【売上比に対する使用量比率の比較評価】

取組区分 単位 対前年比 目標 良否2015年5月
～

2016年4月

2016年5月
～

2017年4月

―

デマンド値
（オフ輪）

紙管分別
（オフ輪）

―

●廃棄物量
合計:約33,106㎏
●リサイクル量

・紙管(合計:約19,613㎏)
・取付金具(合計:約1,726

㎏)
・白紙(合計:約11,767㎏)

― ― ―

二酸化炭素
排出量

排出量
（㎏-CO2）

2,152,694 1,845,570 14.3％↓ ―

・４８期通し枚数（B2）：２３７，１９９，０６２通し

・４９期通し枚数（B2）：２１９，６７７，６４５通し（前年比：９２．６％）

・４９期：紙管使用量＝７，８４５本

・紙管１本当たり重量：約4220g
 （取外し紙管＝約2.5㎏・取付金具（2ヶ）＝220g・白紙約＝1.5㎏)
・二酸化炭素実排出係数：中国電力：０．６９７（㎏-CO2／kwh）

廃インキ

ヤレ紙率
(予備数比率)

ペケ版率
（自責）

廃棄物
(ゴミ袋:45L)

◆平均＝１ヶ月平均値・オフ輪１台当たりの平均値にて算出

◆算出期間の通し枚数÷平均１４Ｒ（２８，０００通し）＝紙管本数

　（電力+ガソリン+軽油+灯油+ガス）

・グリーン購入項目追記：目標設定

　（第４４期～　年間：グリーン購入品2品増）
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第４２期 第４３期 第４４期
第４５期

(○)
第４６期 第４７期 第４８期 第４９期

生産量（通し枚数） 203438672 215335248 255621281 273703407 272201670 241796850 237199062 219677645

二酸化炭素排出量

(電力+ｶﾞｿﾘﾝ+軽油+灯油+ｶﾞｽ)
193808400 190451100 235704200 232423300 236689400 218054400 215269400 184557000

0
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150000000

200000000

250000000

300000000

生産量・二酸化炭素排出量

第４２期 第４３期 第４４期 第４５期
第４６期

(○)
第４７期 第４８期 第４９期

生産量（通し枚数） 203438672 215335248 255621281 273703407 272201670 241796850 237199062 219677645

オフ輪:水道使用量（㎥） 50900000 58800000 57700000 71000000 65600000 62700000 66400000 81200000

本社:水道使用量（㎥） 34200000 32100000 34400000 32700000 34700000 32400000 29300000 26500000

0
50000000

100000000
150000000
200000000
250000000
300000000

生産量・水道使用量

第４２期 第４３期 第４４期
第４５期

(○)
第４６期 第４７期 第４８期 第４９期

生産量（通し枚数） 203438672 215335248 255621281 273703407 272201670 241796850 237199062 219677645

オフ輪:ガス使用量（㎏） 136627000 139673000 165109000 180921000 182655000 158610000 158017000 139049000

0

50000000

100000000

150000000

200000000

250000000

300000000

生産量・液化石油ガス（LPG）使用量

第４２期 第４３期 第４４期
第４５期

(○)
第４６期 第４７期 第４８期 第４９期

生産量（通し枚数） 203438672 215335248 255621281 273703407 272201670 241796850 237199062 219677645

オフ輪:電気使用量（kwh） 20944920 22135000 24137040 25499760 26137560 22355040 22471320 19300650

本社:電気使用量（kwh） 12409400 12299200 10966700 11973400 11238300 10472700 9854300 9028200

0
50000000

100000000
150000000
200000000

250000000
300000000

生産量・電力使用量



５．主要な環境活動・取組内容

【１】二酸化炭素排出量の削減
◆全社対象
 ・全社対象での空調温度設定表示をする事での啓発を実施。

 ・各部門にて定期的にエアコンフィルター清掃を実施。

 ・本社室外機洗浄を実施。

 ・本社屋上に太陽熱遮断工事の実施。

 ・オフ輪工場屋上に太陽光発電パネルを設置（⑧・⑨）

　（屋上全面に設置する事により屋根への太陽熱遮断効果も有り）

 ・電気使用量の削減対応：照明、パソコン、空調設定管理（⑪）

　（夏場２６℃・冬場２０℃）

 ・使用しない箇所での照明部分消灯の実施。

 ・節電対策の一環として空調使用前に空気を循環させる事での扇風機購入を事務所１台、

 　コンテンツ３台、青の部屋（プレゼンルーム）１台、オフ輪事務所１台増。

 ・窓へ直射日光遮断用のパネルを貼る事で室内空調負荷の軽減。

 　（印刷してのエンドユーザーにリサイクル環境にやさしい印刷物である事をアピール）

 ・企画開発部事務所の西側窓に日光遮断でのカーテンを設置。

●ソリューション・コンテンツ企画部
 ・サーバールームの設置により安定したサーバー管理と省エネ型空調設置（⑬）

●総務
 ・総務部事務所の南側窓に日光遮断でのカーテンを設置。

●企画開発部
 ・啓蒙活動の一環として燃費向上運転マニュアルを社用車に掲示。

 ・印刷物での用紙リサイクル適正Ａランク、ベジタブルインキ使用マークをお客様に説明

●本社印刷課
 ・１Ｆエアコン洗浄清掃の実施（毎年の夏期前に実施）

●オフ輪印刷課
 ・デマンド装置管理(オフ輪工場)契約電力値:670kw・目標設定値665kw
 ・デマンド装置：ＥＣＯアラームモニター(デジタル表示タイプ)に変更（⑩）

●生産管理部・プリプレス課
 ・CTP入れ替えにて出力効率UPによる省エネ化(１時間刷版枚数14枚→26枚)（⑤・⑥）

 ・プリモジェットプリンタ導入により出力時間短縮による省エネ化（２倍速度）（⑦）

 ・本社１Ｆ刷版室の設置により省エネ空調、換気、LED照明の導入（①・②・③）

　（換気については室内温度を維持しながらの稼働対応可）

　状況にもより空調温度対応でも効果有）
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 ・空調負荷の低減(オフ輪工場)コンプレッサー(２台)排気ダクトの取付（⑫）

 （夏場：ダクト取付け・冬場：ダクト取外しにて季節での対応）

 ・稼働率の向上（目標設定値：７５％以上）

 ・トラブル率の削減（目標設定値：３％以下）

 ・生産部、夏時期でのユニホームを通気性の良いポロシャツタイプに変更。

 （通気性の良い物に変える事により体感温度を下げて体への負担を軽減させると同時に



   　　【①・②刷版ルーム設置】   　　　   【③・④省エネ空調・LED照明】

【⑧太陽光パネルの設置】    【⑨ＰＣ発電量表示】   【⑩デマンド装置デジタルタイプの設置】

      　   　　 【⑤・⑥CTP入替え】  　 　【⑦プリモジェットプリンタの導入】

【⑪空調温度設定表示】【⑫ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ排気ﾀﾞｸﾄ取付】【⑬サーバールーム設置】

【２】廃棄物排出量の削減（全社対象）
◆全社対象（リサイクル回収）
 ・リサイクル：ヤレ紙・ヤレ版・新聞紙・紙管・缶・瓶・ペットボトル・陶器・ガラス

　　　　　　 　段ボール

 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・分別リサイクルの推進。
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●総務
 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・分別リサイクルの推進。

●企画開発部



●ソリューション・コンテンツ企画部
 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・自責ペケ版（目標設定値：０枚）（⑭）

 ・分別リサイクルの推進。

 ・ヤレ版でのプレートtoプレート（リサイクル化）への契約書締結。

　(富士フィルム:版の主原料であるアルミニウムを再利用化するシステム契約)

 ・版購入方法の変更(箱→パレット)により箱の減少、約1,000箱/年減少、購入回数も

 　約１０５回→約２１回/年に減少による運搬自動車排気ガス（二酸化炭素）の減少

 ・分別リサイクルの推進。

 ・ミスコピー防止、出力ゼロ運動の為の張り紙を掲示と共に毎月でのカウント料金を

　 公開しコスト意識を高める。

●生産管理部・プリプレス課
 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・資材使用後、再利用への有効利用化（段ボール・梱包材・ワンプ等）

 ・廃インキ量の削減（目標設定値：１ヶ月処分量０㎏）

 ・ヤレ紙率の削減（目標設定値：プランナー予備数から４色機：２５％以下）

 ・ペケ版の削減（目標設定値：０枚）

 ・上質紙ヤレ、版合紙の有効利用化（コピー用紙・製品当て紙）

 ・分別リサイクルの推進。

　 にもなります。

 ・インクセーバーの導入によるインキ使用量の減少。

  （グレーから黒の部分にあたるCMYを除去しKに置き換える事によりインキ使用量の削減）

●本社印刷課
 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・資材使用後、再利用への有効利用化（梱包材・ワンプ等）

 ・廃インキ量の削減（目標設定値：１ヶ月処分量３０㎏以下）

 ・ヤレ紙率の削減（目標設定値：プランナー予備数から６５％以下）

 ・ペケ版の削減（目標設定値：０枚）

  (２０１３年５月～オペレーターミスで発生した枚数のみでカウント変更)

 ・上質紙ヤレ、版合紙の有効利用化（コピー用紙・製品当て紙）

●オフ輪印刷課
 ・コピー用紙裏白の再利用（社内用）

 ・紙管取り外し工具を設置する事で廃棄物からリサイクル化への取組み（支払→返金化）

　 設置前・・・産業廃棄物として処分。

 　設置後・・・残紙・紙管・紙管金具の３種類に分別する事によるリサイクル化への実現。

 ・分別リサイクルの推進。
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          →　 　　　  →　　   　　 →

↓　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓

【紙管取り外し工具の導入による分別リサイクル化】

（ 3 種 類 に 分 類 す る 事 に よ り サ イ ク ル 化 の 実 現 ）

【３】節水対応（全社対象）
◆全社対象
 ・蛇口をレバー式に変更する事による流しっ放しの防止策の実施（⑮）

 ・節水表示をする事での啓発を実施（⑯）

　事で廃液量が削減され再生水は下水として流出可能) 

 ・自現装置での再生水再利用装置の導入（ＸＲ―Ｒ６０）（⑲）

 （現像廃液分解処理後の再生水を自現装置で使用出来るよう循環させる事により再生水を

　棄てる量がゼロになり水道水の使用量も削減可能）

 ・本社２Fトイレ掃除で使用する水流道具にてシャワーヘッドの取り付けにより水流調整、

　　ON／OFFが手元で出来るようになり水の流しっ放し防止改善（⑰）

●プリプレス課
 ・版現像装置：廃液削減濾過装置の導入（ＸＲ－２０００）（⑱）

  (現像廃液を分解処理する事で濃縮現像液と再生水に分かれ現像廃液体積が１／８になる

　　　　　

【⑭自責ペケ版・出力ゼロ運動啓蒙表示】【⑱XR－２０００の導入】【⑲XR-R６０の導入】

   【⑮蛇口レバー式に変更】　　【⑯節水啓蒙表示】　　【⑰掃除道具ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞに変更】
9



●プリプレス課・生産部
 ・ＳＤＳに準じた取扱いと教育の実施。

  （有機溶剤の性質・取扱い作業注意点・応急処置・漏出時対応表示の改訂と再教育の実施）

 ・取扱い手順書に沿った使用管理（⑳）

 ・有機溶剤管理改善の実施（㉒）

  （吸着ウエス一時保管容器、一時保管専用ドラム缶設置場所の変更・防毒マスクの導入）

【４】化学物質使用での運用管理（プリプレス課・生産部）

　　　

 ・緊急対応手順書の掲示（⑳）

 ・特定産業廃棄物管理表示の実施（㉑）

 ・ジクロロメタン・ジクロロプロパン含有溶剤、特定有害産業廃棄物の排除。

     

             【㉒一時保管容器】         【㉓プレートtoプレート】

  【⑳取り扱い手順書】       【㉑特定産業廃棄物管理表示】

　　　

 ・グリーン購入（エコ商品）の推進。

 ・コピー用紙：ＧＰＮ（グリーン購入ネットワーク）エコ商品に変更。

 ・プレートtoプレート（アルミ版リサイクル）（㉓）
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【５】グリーン購入・リサイクルの推進（全社対象）
◆全社対象
 ・企画開発部にて客先にて月１件の提案を実施。

 ・リサイクル対応型印刷物の推進。

  （リサイクル適正Ａ：紙・インキ・加工資材の推奨）

  （ベジタブルオイルインキ等植物油インキの採用）



【６】環境関連法規の順守（全社対象）

【７】環境教育の推進
◆全社対象
 ・全社環境整備（偶数月実施）

 ・緊急避難訓練（１回／２年）

 　実施は出来てないが生産部（本社・オフ輪印刷課）緊急時対応マニュアル手順書の

◆全社対象
 ・下水道法 ・騒音規制法 ・振動規制法 ・瀬戸内海環境保全特別措置法・浄化槽法

 ・水質汚濁防止法 ・消防法 ・特定家庭用機器再商品化法・ＰＲＴＲ法 

 ・日印産連:グリーン基準ガイドライン・大気汚染防止法・水質汚濁防止法　

 ・フロン排出抑制法・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）特別措置法

 ・危険物規制政令 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

【８】外部研修
　・１１月：福山市産業廃棄物適正処理講習会の受講

　①廃棄物処理法の概要及び排出事業者責任の徹底

　②公共関与処分場における産業廃棄物の受入れ

　③マニフェスト交付状況の報告

 　見直しを実施。

 ・５Ｓ運動の推進（整理・整頓・清掃・清潔・躾）

◆生産部
 ・薬品、溶剤類取り扱いでの緊急対応訓練（年１回）

 ・使用資材のＳＤＳ（安全データシート）での教育（年１回）
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【全社環境整備】
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【９】推進メンバー定期ミーティング
　・数ヶ月毎にEA21推進メンバーミーティングを実施。

　　各部門での進捗状況報告と互いの意見交換を行い推進しています。



６．評　価

　切替えにてドライヤー設定温度減少運用への成果の現れだと思われます。

■電気
・生産量比にて本社１％ダウン、オフ輪工場も７．４％ダウンと両方とも目標達成。

　オフ輪生産量が減少した分以上に電力量減少に至った具体的内容は把握しきれてないが

　照明設備にて消費電力の高い水銀灯が数ヶ所切れている事も考えられますが、管理上では

■ガソリン
・前期比較にて８．４％ダウン。詳細までは把握出来てないが効率的な移動ルートを意識

　してくれた成果が出ていると思われます。

■ガス
・生産量比にて前年比４．６％ダウン、使用量１２％ダウンにて低温乾燥インキ使用への

　でもあり、現在検証中。

■デマンド
・最大デマンド前期６６１kwから今期は６３３kwにて２８kwダウン。

　今期、電力使用量が大幅にダウンした事の影響だと思われます。

　良い事とも言えれない為、省エネタイプに変更予定。

■水道
・生産量比率にて本社で２．２％ダウンにて目標達成、オフ輪工場では１４．９％UPと

　未達。オフ輪に関しては生産量が減った状況でもＵＰしている原因は静電気対応にて

　加湿箇所を増加させた事による可能性もあるが、生産効率を落とさない為の取り組み

　更紙使用頻度にも関係してきますが、在庫量減少の為に在庫特色インキ使用推進を

　行っていきます。

■ヤレ紙
・４色機３７%→４５％にて８％UPにて目標未達、オフ輪６０％→６３％にて３％UPしたが

　目標値は達成してくれた。ただ前期に続き増加傾向にはある為、このまま増加し続けな

■紙管リサイクル
・今期は廃棄物量：約３３，１０６㎏→紙管：約１９，６１３㎏・金具：約１，７２６㎏

　・白紙：約１１，７６７㎏分へとリサイクル化する事が出来ました。

■廃インキ
・本社０㎏にて前年同数、オフ輪が月平均２６㎏→３３㎏、７㎏増加にて目標未達。

　いよう更なる対策は必要。
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　ではあるが、機械劣化している状況下で減少してくれた事へは現場が日頃の管理意識の

　向上を図ってくれている成果だと思われます。

■稼働率
・稼働率７１％と目標未達、前期より生産量の減少にて機械停止していた時間も大きく

　影響しているが、より無駄な時間を省く上での改善は引き続き行っていきます。

■トラブル率
・トラブル率は前期より０．２％減少の２．５％にて目標達成。生産量が減った中での達成

　着々と前進してくれています。

■廃棄物
・前年比本社５袋増、オフ輪は１０袋減とオフ輪に関しては、明らかに未記録のところ

　が見受けられる為、記録するよう指導してもらいました。

■ペケ版
・プリプレスでのペケ版２２枚で目標未達だが、改善努力のおかげで前期より５７枚も

　減少してくれた。２０１５年８月にCTPを入替えた当初は勝手が違う分、ミスも多発して

　いたが、一つ一つ問題解決してくれた事で大幅削減に貢献してくれました。オフ輪でも

　２３枚→１１枚へと大幅に減少してくれて、目標枚数０枚は大きな目標数値ではあるが

・太陽光発電:売電電力量49期(2016年5月～2017年4月)合計64,092kwh
・プレートtoプレート（アルミ版リサイクル）

　２０１６年４月～２０１７年３月迄のリサイクルによる温室効果ガス(C02)削減量

　：９２ｔ分、ガソリン(ℓ10㎞)にて算出すると地球を約10周分に値します。

●廃棄物排出量の削減

■グリーン購入
・今期は３２品目と前期に比べ６アイテム減少しましたが、引き続き優先的には選定して

　くれています。総務での購入がほとんどになりますが、環境対応品に関しては生産部も

　関わってくる為、試供品を試しながら選定していきます。

●二酸化炭素排出量の削減

●節水（全社対象）
・再生水再利用装置「ＸＲ－Ｒ６０」の導入により水道水使用量：年間３，００５ℓ

　月間平均２５０ℓの削減効果有り。

・水栓パッキン交換による水漏れ対応。

●化学物質

・現像廃液削減装置「ＸＲ―２０００」の導入により現像廃液量：年間３，９２０ℓ

　月間平均３２７ℓの削減効果有り。

・４９期：合間の時間を利用してのパレット修理にてリサイクル出来た枚数は

　１，２７９枚、中古品を購入した場合、１枚当たり２，０００円として

   ２，５５８，０００円分貢献してくれました。

・環境に配慮した資材の見直しを引き続き実施。
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５０期 ５１期
2017年5月 2018年5月

～ ～
2018年4月 2019年4月

生産量 通し枚数 ― ―

ガソリン 使用量（Ｌ） 前年比△１％ 前年比△１％

液化石油ガス（LPG） 使用量（㎏） 前年比△１％ 前年比△１％

電力量（本社） 使用量（kwh） 前年比△１％ 前年比△１％

電力量（オフ輪） 使用量（kwh） 前年比△１％ 前年比△１％

水道量（本社） 使用量（m3） 前年比△１％ 前年比△１％

水道量（オフ輪） 使用量（m3） 前年比△１％ 前年比△１％

デマンド値 契約電力（kw） 670 670

（オフ輪） 最大デマンド(kw) 660 660

廃インキ 本社（㎏） 0 0

オフ輪（㎏） 平均：１６以下平均：１６以下

ヤレ紙率 平均値 平均値

（予備数比率） 本社（％） 4色機：25以下 4色機：25以下

オフ輪（％） 平均：62以下 平均：62以下

トラブル率 オフ輪（％） 平均：2.4以下 平均：2.4以下

稼働率 オフ輪（％） 平均：78以上 平均：78以上

プリプレス(枚) 0 0

ペケ版率 本社（枚） 0 0

オフ輪（枚） 0 0

廃棄物 本社（袋） 平均：１３ 平均：１３

(ゴミ袋:45L) オフ輪（袋） 平均：２４ 平均：２４

グリーン購入 購入数（品） 2 2

2020年4月

―

前年比△１％

前年比△１％

前年比△１％

前年比△１％

７．今後の目標（次年度の取り組み内容）

取組区分 単位

５２期
2019年5月

～

平均値

4色機：25以下

平均：62以下

平均：2.4以下

平均：78以上

0

前年比△１％

前年比△１％

670

660

0

平均：１６以下

◎来期での取り組み項目
・オフ輪工場照明を省エネタイプに変更予定（年間：約70,350kwh分削減）

　（仮）１kwh＝１５円：年間１，０５５，２５０円分削減効果有り。

・生産部での機械整備・JOB切替えでの目標時間設定（見える化）を行う事により

　時間効率意識を高め無駄な電力量削減を図る。

・見える化の推進により現状の見直しを行いムリ・ムダ・ムラの改善を図ると共に

0

0

平均：１３

平均：２４

2

　全社員のコスト意識を高めていく。（見える化→解る化→出来る化）
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　水質汚濁防止法・瀬戸内海環境保全特別措置法・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）特別措置法

　日印産連：グリーン基準ガイドライン

　法令等の遵守状況を環境関連法規一覧表に基づき確認しましたが、違反状況は無く、

　近隣住民からの苦情及び関係当局より違反の指摘は過去３年間ありませんでした。
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８．環境関連法規制遵守状況

　主な環境関連法規等、下水道法・騒音規制法・振動規制法・浄化槽法・廃棄物処理法

　消防法・特定家庭用機器再商品化法・フロン排出抑制法・大気汚染防止法・ＰＲＴＲ法



■社内事故クレーム件数と損金
件　数

４３期 １２件
４４期 １８件
４５期 １４件
４６期 ２６件
４７期 １３件
４８期 １９件
４９期 １３件

また、せっかくの取り組みを対外的にアピールできるよう今後も考えていく。

エコアクションの考えを社内に浸透させ、文化にしていく。

環境管理責任者の浜田をはじめ各委員はよくやってくれていると感じます。

しかし、部署によってはまだまだ目標数値の意識付けや周知徹底が難しいと思うことも

あります。

しっかりと各委員がコミュニケーションをとって全員参加の意識を持てるよう発信力を

９．代表者による全体の評価と見直し結果
　環境活動の取組結果の全体評価（社長：小田芳正）

　システムの有効性、取り組みの適切性は有ると判断しております。環境方針及び環境目標

　変更の必要性は有りません。
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３，０５９千円
４，６１５千円

内１６件：１，１６８千円
内８件：８７２千円

１，４３１千円
４７７千円

高めてもらいたい。

インキセーバー等の目に見えにくい環境改善ソフト導入等もあるが積極的にハード・

ソフト面からも環境・安全・安心を会社としては整備していきたい。

損　金
９８９千円


